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空き家バンクへの登録をご検討ください
　「空き家バンク」は、町内の賃貸・売却できる空き家を「空き家バンク」に登録していただき、その物件の情報
を、町への移住を希望される人や住居をお探しの人へ、町のホームページなどを利用して提供する仕組みです。

お問い合わせ先：総務振興課　まちづくり推進係　☎62－2317（直通）

こんなメリットがあります！
①空き家に人が入ることで、空き家

の管理をする必要がなくなる
②家賃・売却収入が発生する
③使っていない空き家に人が入るこ

とで町の活性化に役立てる

空き家バンクに登録すると
①登録申込書を提出していただいた後、担当職員が現地調査に伺い、

物件の様子や間取りなどを確認します。
②登録された情報を町のホームページに掲載します。物件の所在地や

間取り、設備などを写真も含めて掲載します。
③交渉契約に町は直接関与せず、当事者間で行っていただきます。宅

建業者の仲介を希望される場合は、町内業者をご紹介します。

空き家バンク登録から契約までのながれ

　新年明けましておめでとうございます。昨年 4 月から新規で指定管理者を受けて、はや 2 年目を迎えようとして
おります。昨年以来「お客さまに感動を与えよう」を管理運営の大きな柱として位置づけ、スタッフ一同がんばっ
てきました。その大きな成果の一つが龍神橋の塗り替えです。
　龍神橋は平成 2 年 3 月竣工以来、整備が繰り返されてきましたが、その劣化は激しく、排気ガスや氷川の河川の
上に架設されているためにカビやコケなどが付着して黒ずんでいました。また、滑りやすいとの苦情が多く寄せられ
ていました。4 月以来、この整備に特に重点を置き、受託後、すぐに高圧洗
浄機による洗浄を実施。滑り止めの処置に引き続き防腐塗料を塗布し、その
後、昨年 12 月までに茶色の塗料を塗り、当初に比較すると見違えるように
きれいになっております。この間、高所作業の繰り返しでしたが、我々のス
タッフには元ジェットパイロットやヘリのパイロットがいますので、この種の作
業は何の苦にもなりません。常にリスクマネジメントを考慮しながらの作業は、
我々の最も得意とする分野でもあり、このような作業を業者に委託すると莫
大な費用が掛かると思われます。
　また、先月号でもお知らせしました
が、ナイトイルミネ－ションにより、夜
間は、幻想的な美しさに光輝いており
ます。 新しい年の初めにふさわしく、
町民の皆さまも生まれ変わった龍神橋
に足をお運びいただき、新春の渡り初
めをされてはいかがでしょうか。

　昨年、まちづくり情報銀行に秋山幸二ギャラリーがオープンして以来、連日
多くの人が訪れていますが、立神峡と秋山幸二氏のギャラリ－をコラボして、
公園管理棟の入り口にミニギャラリ－を開設することにしました。
　ご承知のように、立神峡は連日、数多くの観光客が壮大な景観を一目見よう
と県内外から訪れています。その人たちをただ帰ってもらうのではなく、秋山
幸二ギャラリーを見学していただくとともに、少しでも町で買い物などをしてい
ただけるようにとの思いから、ミニギャラリ－を開設することにしました。

　昨年の里山フェスタにおいて、シイタケの駒うちおよび巣箱づくり体験がと
ても好評でしたので、今年も新年早々に実施することにしました。
　親子で体験する機会がなかなか無い今日、シイタケの駒うち体験は親子の絆
を深める上でも、とてもいい機会であると思います。また、巣箱づくり体験も
併せて実施しますので、立神峡里地公園に友達や友人などをお誘いして、ぜ
ひお越しください。スタッフが懇切丁寧にご指導しますので、ご安心ください。
　なお、昨年の里山フェスタの模様は、ＮＨＫテレビにおいて、朝昼夕と 3 回
放映されました。

生まれ変わった龍神橋

秋山幸二氏のミニギャラリーを開設

一コマ入魂　シイタケの駒うちおよび巣箱づくり体験

お問い合わせ・お申し込み先：
立神峡公園管理棟　☎ 62-1543　FAX62-1546　http://tategami-camp.com/ （8:30 ～ 17:30 火曜定休日）

シ イ タ ケ の 駒 う 体ち 験
◆ 日　時：1 月17 日（日）10 時 ～ 12 時
◆ 場　所：立神峡里地公園　
　 　　　　管理棟下ディスクゴルフ広場
◆ 参加費：1 人 500 円（原材料代および保険料含む）
　 　　　　昼食は各自持参してください。

◆ 内　容
①駒うち体験
　シイタケの原木に穴を空けて駒を打ち込む作業
　参加者には 1 本無料でプレゼント（2本目から有料）
②巣箱づくり体験
　あらかじめ切った杉材を使用して巣箱を作る


